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1.ICAEA JAPAN の概要 

設立の趣旨 

ICAEA JAPAN は、CAATs を実務で活用できる専門家(=CAATs 技術者)の育成・支援を行

うことで、日常的な不正・誤謬(※2)を発見・防止することに貢献することを目指して設立されま

した。 

 

 

名 称 一般社団法人国際コンピュータ利用監査教育協会 

英 文 名 称 International Computer Auditing Education Association of Japan 

略 称 ICAEA JAPAN 

所 在 地 〒102-0074 東京都千代田区九段南 1-5-6 りそな九段ビル 5F 

電 話 番 号 03-6268-9756 

設 立 年 月 日 2017 年 9 月 13 日 

代 表 者 代表理事 弓塲啓司 

U R L http://www.iacae.org/japan  

 

 

http://www.iacae.org/japan
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2.役員のご紹介 
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3.顧問のご紹介 
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4.活動内容 

(1)教育研修 

ICAEA JAPAN は、CAATs を実務で活用できる専門家に必要な知識・技能を CAATs Flow(※1)の流れに

沿って体系化し、CAATs に必要な技能を下図のとおり『仮設立案技能』、『データ処理・分析技能』、『報告技能』

の 3 つに分類しています。ICAEA JAPAN の教育研修は、この体系に加え CAATs 認定資格と関連付けて研修を

企画・開催しています。 

 

※1:CAATs Flow とは、現状分析に基づく監査テーマ(リスク・課題)の選定から、監査手続の立案、実施、結果の報告までの一連の監査の業務プロ

セスと定義しており、ICAEA JAPAN オリジナルの考え方です。 

CAATs Flow と研修コースをマッピングすると、下図のようになります。 
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各研修コースの概要は下記のとおりです。 

研修コース名 研修内容 時間(h) 開催頻度 

ACL ベーシックトレーニング

(※2) 
ACL™ Analytics の基本操作を学習します。 18.0 毎月 1 回以上 

ICCP 試験対策講座 

ICCP試験合格に必要な知識・技能を習得できる

コースです。2 日目の午後に ICCP 試験を受験し

ていただきます。 

研修：9.5  

試験：2.0 
3 か月に 1 回程度 

ACL スクリプト上級研修 

ACL のスクリプトを用いて、高度なデータ処理(繰り

返し処理、変数を用いた処理、対話型処理等)を

行うための技能を学習するコースです。 

12.0 3 か月に 1 回程度 

仮説立案フレームワーク研修 

基準となる前提知識などから監査テーマを立案、

監査テーマから(仮説検証)手続を立案するための

フレームワークを学習します。 

3.0 

3 か月に 1 回程度 データフロー図作成研修 
データの流れを見える化するデータフロー図の作成

方法を学習します。 
3.0 

統計分析基礎研修 

データ全体の特徴を統計分析手法を活用して把

握し、統計分析手法を監査手続の立案に応用す

るための基礎となる知識を学習します。 

3.0 

CAATs ケーススタディ 

-会計編 

『仕訳テスト』を行うにあたっての留意点の解説とデ

ータを使用した ACL 操作演習を行います。 
6.0 

3 か月に 1 回程度 
CAATs ケーススタディ 

-業務編 

『IT 業務処理統制』の解説とデータを使用した

ACL 操作演習を行います。 
6.0 

CAATs ケーススタディ 

-統計分析編 

『販売取引における代表的な不正の手口』の解説

とデータを使用した ACL 操作演習を行います。 
6.0 

※2:Galvanize からの委託により開催している研修コースです。 

 

研修受講実績人数は下表のとおりです。               (単位：人数) 

研修名 2019 年度 2020 年度 累計 

ACL ベーシックトレーニング 19 51 70 

ICCP 試験対策講座 40 6 46 

ACL スクリプト上級研修 12 6 18 

仮説立案フレームワーク研修 30 14 44 

データフロー図作成研修 28 14 42 



6 

研修名 2019 年度 2020 年度 累計 

統計分析基礎研修 26 14 40 

CAATs ケーススタディ-会計編 26 11 37 

CAATs ケーススタディ-業務編 22 14 36 

CAATs ケーススタディ-統計分析編 25 11 36 

合計： 228 141 369 

 

2020 年度は ICAEA JAPAN も新型コロナウィルス感染症による大きな影響を受けました。人が集まることへの

規制によって対面で研修をすることが難しくなったことに加え、企業業績の悪化などから予算縮減による研修派遣の

中止や延期などによって、研修受講者数が大幅に減少してしまいました。 

ICAEA JAPAN では、集合研修と同様に講師と研修受講者の双方向コミュニケーションを円滑に行える仕組み

を導入することで、研修受講者が一つ一つの疑問を解消しながら、実務に役立つ知識・技能を習得していただける

オンライン研修を 2020 年 5 月から運用を始め、コロナがもたらした『New Normal』社会への対応を図っています。 

 

オンライン研修のイメージは下図のとおりです。 
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(2)資格運営 

ICAEA JAPAN では、下表のとおり、資格ごとに人材イメージと習得すべき主な技能を設定しています。 

資格 人材イメージ 主な技能 

ICCP(※3) 

 

日本語名： 

国際認定 CAATs 技術者 

・CAATs の基本を理解している 

・データを安全に入手保存できる 

・CAATs ツールを利用して手続を実施できる 

・手続の結果を一次評価できる 

(B)データ処理・分析技能 

CAATs 監査士-アソシエイト ・ビジネスを理解した上で、リスクを特定できる 

・特定したリスクを検証する手続が立案できる 

・手続に必要なデータを特定できる 

・手続の最終結果を評価できる 

(A)仮説立案技能 

(B)データ処理・分析技能 

CAATs 監査士 ・CAATs の実務経験が豊富にある 

・経営者等に効果的なプレゼンができる 

(A)仮説立案技能 

(B)データ処理・分析技能 

(C)報告技能 

CAATs 監査士-エキスパート ・CAATs 監査士を育成できる (A)仮説立案技能 

(B)データ処理・分析技能 

(C)報告技能＋人材育成技能 

※3:ICAEA の認定資格であり、International Certified CAATs Practitioner の略です。 

 

認定資格の取得者数は下記のとおりです(2020 年 12 月 31 日時点)。 

取得年 ICCP CAATs 監査士-アソシエイト 

2016 2 ― 

2017 2 ― 

2018 41 6 

2019 34 10 

2020 5 8 

総計： 84 24 

 

認定資格者数の減少も新型コロナウィルス感染症の影響によるところが大きいと考えていますが、受験機会が少ない

ということも原因の一つであると考えています。ICAEA JAPAN では、2021 年 4 月に ICCP 受験対策テキストを書籍

として出版することに加え、オンライン研修で培ったノウハウを活用して、オンラインで受験できる形式を追加して認定資

格の受験者数の増加を図る予定です。 
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(3)会員運営 

ICAEA JAPAN は、会員の CAATs 技能の向上、CAATs に関する有用な情報の社会への発信を目的として、

年に 2 回の研究会を主宰しており、これまで 4 回の研究会が開催されました。 

研究会の概要は下記のとおりです。 

第 1 回研究会(2019 年 06 月～2019 年 09 月) 

テーマ 第三者委員会調査報告書研究 

概要 第三者委員会調査報告書を題材にし、不正・誤謬の原因を把握したうえで、CAATs を活用した

場合の発見手続について、研究を行う。 

座長 一般社団法人国際コンピュータ利用監査教育協会  

代表理事 弓塲 啓司氏 

メンバー 

(敬称略) 

 
石橋 裕司(大阪ガス株式会社) 

加藤 邦治(株式会社ベネッセホールディングス) 

季 文(パナソニック株式会社) 

高田 博行(高田公認会計士事務所) 

髙橋 文博(株式会社ベルシステム 24 ホールディングス) 

立川 悟(三菱電機株式会社) 

浜田 純二(監査法人Ａ＆Ａパートナーズ) 

成果物 成果物の概要は下記のリンクを参照してください。 

https://www.icaeajp.or.jp/files/191106_Reserch01_001.htm 

 

 

  

https://www.icaeajp.or.jp/files/191106_Reserch01_001.htm
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第 2 回研究会(2019 年 11 月～2020 年 02 月) 

テーマ 第三者委員会調査報告書研究 

概要 第三者委員会調査報告書を題材にし、不正・誤謬の原因を把握したうえで、CAATs を活用した

場合の発見手続について、研究を行う。 

座長 一般社団法人国際コンピュータ利用監査教育協会  

代表理事 弓塲 啓司氏 

メンバー 

(敬称略) 

 
石橋 裕司(大阪ガス株式会社) 

甲斐 真一郎(関西大学会計専門職大学院) 

加藤 邦治(株式会社ベネッセホールディングス) 

清水 幸樹(太陽有限責任監査法人) 

高橋 文博(株式会社ベルシステム 24 ホールディングス) 

立川 悟(三菱電機株式会社) 

徳 健伸(三菱ケミカル株式会社) 

中本 尚孝(アーク有限責任監査法人) 

西村 大司(太陽有限責任監査法人) 

成果物 成果物の概要は下記のリンクを参照してください。 

https://www.icaeajp.or.jp/files/200430_Reserch01_002.htm 

 

 

  

https://www.icaeajp.or.jp/files/200430_Reserch01_002.htm
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第 3 回研究会(2020 年 06 月～2020 年 08 月) 

テーマ ・労務監査(サービス残業、在宅ワーク) 

・監査部と管理部門の役割分担(3 つのディフェンスライン) 

概要 ・サービス残業、在宅ワークをテーマに、実例をもとにディスカッションし、監査手続を立案する。 

・3 つのディフェンスラインについて、CAATs を用いたリレーションシップについてディスカッションする。 

座長 株式会社ベルシステム２４ホールディングス 

内部監査グループ グループマネージャー 高橋 文博氏 

メンバー 

(敬称略) 

 

天岡 治(株式会社ベルシステム２４ホールディングス) 

石橋 裕司(大阪ガス株式会社) 

甲斐 真一郎(関西大学会計専門職大学院) 

加藤 邦治(株式会社ベネッセホールディングス) 

佐藤 正志(ＤＣＭホーマック株式会社) 

徳 健伸(三菱ケミカル株式会社) 

東 信昭(富士屋ホテル株式会社) 

守能 昇治(大阪ガス株式会社) 

上野 哲司(ICAEA JAPAN) 

成果物 成果物の概要は下記のリンクを参照してください。 

https://www.icaeajp.or.jp/files/200918_Reserch01_003.htm 

 

 

  

https://www.icaeajp.or.jp/files/200918_Reserch01_003.htm
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第 4 回研究会(2020 年 09 月～2020 年 12 月) 

テーマ 経費、交際費に対する CAATs を活用したデータ分析型監査 

概要 ・従業員の経費や交際費に関する不正の手口をディスカッションする。 

・経費、交際費に関する分析アプローチを立案する。 

座長 一般社団法人国際コンピュータ利用監査教育協会  

代表理事 弓塲 啓司氏 

メンバー 

(敬称略) 

 

天岡 治(株式会社ベルシステム２４ホールディングス) 

石橋 裕司(大阪ガス株式会社) 

加藤 邦治(株式会社ベネッセホールディングス) 

佐藤 正志(ＤＣＭホーマック株式会社) 

高橋 文博(株式会社ベルシステム２４ホールディングス) 

徳 健伸(三菱ケミカル株式会社) 

守能 昇治(大阪ガス株式会社) 

上野 哲司(ICAEA JAPAN) 

他 1 名 

成果物 成果物の概要は下記のリンクを参照してください。 

https://www.icaeajp.or.jp/files/201224_Reserch01_004.htm 

 

 

 

  

https://www.icaeajp.or.jp/files/201224_Reserch01_004.htm


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ】 

 一般社団法人 国際コンピュータ利用監査教育協会（ICAEA JAPAN） 

 Mail： info@icaeajp.or.jp 

 URL： http://www.iacae.org/japan 




